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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し

い
被
保
険
者
証
を
７
月
下
旬
か
ら
簡
易
書

留
に
て
発
送
し
ま
す
。

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
被
保
険
者
証
の
右
上
に
記
載
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に

か
か
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
被
保
険
者

証
を
ご
掲
示
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

「
平
成
24
年
７
月
31
日
」
ま
で
で
す
。

裏
面
に
は
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
欄
を

設
け
ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、

役
場
保
険
年
金
課
へ
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、

ハ
サ
ミ
を
い
れ
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

町
が
実
施
す
る
健
康
診
査
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

▽
本
年
４
月
２
日
以
降
に
上
牧
町
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
か
た
で
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
保
険
年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（
た
だ
し
、
案
内
の
送
付
は
資

格
取
得
さ
れ
て
か
ら
約
二
か
月
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

▽
七
十
五
歳
以
上
の
か
た

高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
生
活
習
慣
病
（
心
臓
病
・
糖
尿
病
・
高
血

圧
な
ど
）
で
治
療
中
の
か
た
は
、
改
め
て

「
健
康
診
査
」
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
昭
和
11
年
５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
生

ま
れ
の
か
た
の
健
康
診
査
に
つ
い
て

七
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

す
と
、
高
齢
者
健
康
診
査
の
対
象
に
変

わ
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者
健
康
診
査
の

受
診
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

受
診
券
の
交
付
に
約
二
か
月
か
か
る
た

め
、
誕
生
日
の
翌
々
月
の
送
付
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。）

▽
健
診
結
果
に
つ
い
て

健
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
よ
り
結

果
を
通
知
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
く

ま
で
に
、
二
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
に
受
診
後
、
健
診
結
果

の
説
明
を
受
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
・
予
備
群
の
か
た

に
は
、
保
健
指
導
の
ご
案
内
を
合
わ
せ

て
通
知
し
ま
す
。

四
十
か
ら
七
十
四
歳
の
か
た
で
今
年

度
人
間
ド
ッ
ク
医
療
機
関
で
定
期
的
に

特
定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
を
受
け
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
結
果
を
保
険
年
金

課
へ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

※
ご
注
意

社
会
保
険
な
ど
、
上
牧
町
国
民
健
康

保
険
以
外
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
か
た

は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
か
ら

案
内
通
知
が
届
く
予
定
で
す
が
、
詳
し

〜
年
に
１
回
の
健
診
で
あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！
〜

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

く
は
、
各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
か
た
に
、
健
康
診
査
の

ご
案
内
を
年
に
一
回
送
付
い
た
し
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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上牧町が実施する特定健診の内容 

 

対 象 者  

40歳～74歳 

昭和12年４月１日～昭和47年 
３月31日生まれの人 

医療機関における個別健診か町が実施する集団健診のいずれか 
（詳細については別紙「集団健康診査の申し込み書」をご覧ください） 

●特定健康診査受診券　●国民健康保険証 
●質問票（ご自宅でご記入ください） 
●健康手帳（お持ちであれば） 

●町内医療機関で受診してください。 
●奈良県内の医療機関でも受診できますので、直接医療機関にお問い合わせの上、受診してください。 
●集団健診は、上牧町保健福祉センター（2000年会館）で実施します。 

●健康診査受診券　●後期高齢者医療の保険証 
●質問票（ご自宅でご記入ください） 
●健康手帳（お持ちであれば） 

昭和11年４月１日～昭和12年 
３月31日生まれの人 

昭和11年３月31日以前に生ま 
れた人 

国保特定健診 高齢者健康診査 

75歳 76歳以上 

健診期間 受診券が届いた日～平成23年11月30日 受診券が届いた日～平成23年11月30日 

５００円 

身体測定・腹囲測定・検尿・血圧測定・診察・問

診・※血液検査（血中脂質・血糖・肝機能・腎機能） 

（医師が必要と認めた場合、貧血・心電図・眼底

検査を実施します） 

※腹囲測定を行いますので、ボディスーツやガードル
　等、体を締める着衣はお控えください。 

身体測定・検尿・血圧測定・診察・問診 
※血液検査（血中脂質・血糖・肝機能・腎機能） 

（医師が必要と認めた場合、貧血・心電図・眼底

検査を実施します） 

受診券に記載の日まで 

 

内 容  

受診方法 

持 ち 物  

料 金  

健診場所 

特定健診・特定保健指導の流れ 特定健診・特定保健指導の流れ 特定健診・特定保健指導の流れ 特定健診・特定保健指導の流れ 
76歳以上は高齢者健康診査です 76歳以上は高齢者健康診査です 

受診券が届く　５月下旬に届きます。 1
健診のお申し込み・お問い合わせ 
集団健診を受けるには、事前の予約が必要です。 
個別健診は直接、医療機関にお問い合わせください。 

2

受診した医療機関で健診結果の説明を受ける 
　健診後、健診結果とメタボリックシンドロームの判定が通知されます。 
健診受診者全員に生活習慣病予防など健康づくりについて情報提供されます。 

4

特定保健指導を受ける 
　健診の結果から対象者に保健指導が実施されます。生活習慣改善の必要性が高い 
人から順に、積極的支援・動機付け支援の対象となります。対象となった人は保険 
年金課または保健指導実施医療機関で生活習慣を見直すサポートを受けましょう。 

5

特定健診の受診 
　受診当日は国保の保険証・受診券・ 
質問票を持参してください。受付時に 
受診券と保険証を照合します。 

3 40～74歳の人 

高齢者健康診査の受診 
　受診当日は後期高齢者医療の保険証と 
受診券・質問票を持参してください。 

3 76歳以上の人 ※今年度75歳に 
　なる人 

　詳細は上記の表 
　をご覧ください。 

〈健診期間〉 
　　受診券が届いた日～平成23年11月30日 

健診結果から40～74歳の特定保健指導が必要な人に通知が届きます。 

受診券の有効期限にご注意ください 

　
　
６
か
月
後
、 

　
健
康
目
標
を
達
成
し
て 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を 

　
　
撃
退
し
ま
し
ょ
う
！ 

※23年度から随時血糖、血清尿酸、eGFRについても測定することになりました。 
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☆
国
保
税
の
減
免
制
度

町
で
は
、
生
活
が
著
し
く
困
難
な
か
た

な
ど
に
国
保
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
の
減

免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
は
、

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
国
保
税
の
一
部
が

減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
減
免
さ
れ
る
か
た
は
、
第
一
期

分
の
納
期
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
部
分
の
保
険
税
は

減
免
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

●
減
免
の
対
象
に
な
る
世
帯

・
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
資

産
に
十
分
の
三
以
上
の
損
害
を
受
け
た

世
帯

・
会
社
倒
産
や
解
雇
に
よ
り
、
本
人
の
意

思
に
反
し
て
職
を
失
い
世
帯
全
員
の
所

得
が
皆
無
の
世
帯

・
六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
世

帯
で
町
民
税
が
非
課
税
世
帯

・
次
の
い
ず
れ
か
が
い
る
世
帯
で
町
民
税

非
課
税
世
帯

一
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
別

表
第
五
号
の
等
級
一
・
二
級
の
か
た

二
　
奈
良
県
か
ら
療
育
手
帳
の
交
付
を

受
け
そ
の
程
度
が
A
（
A
一
か
A
二
）

の
か
た

三
　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
一
・

二
級
の
か
た

・
町
母
子
医
療
費
助
成
条
例
の
適
用
を
受

け
て
い
る
世
帯
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

・
児
童
養
護
施
設
か
乳
幼
児
院
に
入
所
措

置
さ
れ
て
い
る
児
童
の
い
る
世
帯

・
精
神
保
健
福
祉
法
や
結
核
予
防
法
に
よ

り
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
か
た
（
そ

の
か
た
が
町
民
税
非
課
税
の
場
合
に
限

り
ま
す
）
が
い
る
世
帯

・
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る

法
律
第
二
条
に
定
め
る
被
爆
者
の
か
た

(

そ
の
か
た
が
町
民
税
非
課
税
の
場
合
に

限
り
ま
す
）
が
い
る
世
帯

・
国
民
健
康
保
険
法
第
五
十
九
条
第
一
項

第
二
号
と
第
三
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
か
た
が
い
る
世
帯
（
国
民
健
康
保
険

法
第
五
十
九
条
と
は
少
年
院
や
刑
務
所

に
収
容
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
制
度
開
始
の

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
軽
減
が
優
先
適

用
さ
れ
ま
す
。

☆
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
（
七
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
）
の
有
効
期
限
が
７
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
７
月
下
旬
に
郵
送
に
よ
り
新
し

い
『
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
』
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
古
い
受
給
者
証
は
８

月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
自

身
で
処
分
願
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
は
除
く
。

●
高
齢
受
給
者
証
が
適
用
さ
れ
る
の
は
？

七
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
月
の
翌
月
１

日
か
ら
に
な
り
ま
す
。（
１
日
生
ま
れ
の
方

は
、
誕
生
月
の
１
日
か
ら
）

☆
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
証
の
有
効
期

限
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
上
旬
に
町
よ
り
申
請
書
を
送
付
し
て

い
る
か
た
は
、
更
新
の
手
続
き
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
郵
送
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。）

●
更
新
場
所

役
場
保
険
年
金
課
や
片
岡
台
出
張
所

●
更
新
書
類

申
請
書
等
・
保
険
証
・
印
か
ん
・
平
成

23
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
23
年
１
月
１
日

現
在
、
本
町
に
在
住
さ
れ
て
い
な
い
か
た
の
み
）

ま
だ
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
受
け
て

お
ら
れ
な
い
か
た
で
、
次
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
か
た
は
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
を
も
う
け
て
い
ま
す
の

で
詳
し
い
こ
と
は
保
険
年
金
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度

六
十
五
歳
未
満
の
か
た
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
適
用
者
で
な
い
六
十
五
歳
以

上

七
十
五
歳
未
満
の
か
た
で
身
体
障
害
者

手
帳
一
・
二
級
や
奈
良
県
発
行
の
療
育
手
帳

A
（
A
一
や
A
二
）
を
、
持
っ
て
い
る
か
た

★
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
親
と
十
八
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童

★
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

小
学
校
就
学
前
の
か
た

★
重
度
心
身
障
害
老
人
等

医
療
費
助
成
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用
者
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
や
、
奈
良

県

発
行
の
療
育
手
帳
A
（
A
一
や
A
二
）
を
、

持
っ
て
い
る
か
た

☆
母
子
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
が
父
子
家
庭
な
ど
に
拡
大

奈
良
県
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
８
月
１
日
か
ら
父
子
家

庭
な
ど
に
も
医
療
費
助
成
制
度
が
適
用
に

な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
名
称
が
、
母
子
医
療
費
助

成
制
度
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

保
険
年
金
課

役
場
内
線
１
２
６
・
１
２
７
番
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東日本大震災に

多 く の 善 意
５
月
28
日

被
災
地
に
向
け
町
職
員
第

五
陣
を
派
遣

６
月
10
日

４
月
24
日
か
ら
６
月
10
日

ま
で
に
集
ま
っ
た
義
援
金

一
万
一
千
九
百
九
十
八
円
を
送
金

☆
町
に
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん

・
西
大
和
六
自
治
会
連
絡
会

６
月
10
日
ま
で
の
総
額
　

三
百
三
十
万
九
百
七
十
八
円

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ
義
援
金
を
寄
せ

ら
れ
た
皆
さ
ん

・
片
岡
台
一
丁
目
自
治
会

６
月
20
日
ま
で
の
総
額
　

ニ
百
十
八
万
六
千
二
百
四
十
五
円
を

中
央
共
同
募
金
へ
送
金
。

金
富
地
区
の
山
林
で

自
生
の
笹
ゆ
り
が
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
笹
ゆ
り
の
復

活
に
取
り
組
ん
で
い
る

花
と
緑
の
会
が
今
か
ら

七
年
ほ
ど
前
に
ま
い
た
種
が
長
い
年
月
を
か
け
て

成
長
し
、
今
年
初
め
て
花
を
咲
か
せ
た
も
の
で
す
。

自
然
の
状
態
で
人
の
手
を
加
え
ず
に
花
を
咲
か

せ
る
の
は
大
変
珍
し
く
、
同
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
大
き
な
目
標
へ
の
成
果
が
現
わ
れ
た
も
の
で
す
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
笹

ゆ
り
展
が
役
場
玄
関
前
ロ

ビ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

６
月
８
日
か
ら
10
日
ま

で
開
か
れ
た
笹
ゆ
り
展
に

は
、
里
親
が
育
て
た
鉢
植

の
サ
サ
ユ
リ
が
多
数
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
集
め
ら
れ
た
約

三
十
個
の
鉢
植
か
ら
は
ほ

の
か
な
香
が
漂
い
、
訪
れ

た
人
々
を
大
い
に
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

元
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
大
賀
ハ
ナ

子
さ
ん
（
服
部
台
在
住
）
が
、
社
会
福
祉
事

業
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
賀
さ
ん
は
平
成
元
年
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
様
々
な

社
会
福
祉
の
向
上
に
長
年
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
回
の
受
賞
の
栄
誉
と
な
ら

れ
ま
し
た
。

大
賀
ハ
ナ
子
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

大
賀
ハ
ナ
子
さ
ん

金
富
地
区
に

笹
ゆ
り
復
活

笹
ゆ
り
展
開
催

▲西大和六自治会連絡会
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吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

吉
野
川
の
清
流
を
守
る
た
め
７
月
21
日

か
ら
８
月
31
日
の
間
、
「
吉
野
川
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
ま
す
。

生
活
用
水
や
農
業
用
水
の
水
源
で
あ
る
吉

野
川
の
水
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
清
流
を
守
り
、
美
し
い
吉
野
の
自
然

を
守
る
の
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
行
動

で
す
。

空
き
缶
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
残
り
く
ず
な
ど
、
ゴ
ミ
で
川
が
泣
い
て
い

ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
…
。
楽

し
い
思
い
出
と
と
も
に
ゴ
ミ
は
必
ず
持
帰
り

ま
し
ょ
う
。

上
牧
町
既
存
木
造
住
宅

耐
震
改
修
補
助
事
業

（
耐
震
改
修
工
事
補
助
）

こ
の
事
業
は
、
地
震
に
強
い
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
「
耐
震
改
修
工
事
」
を
行
わ
れ

る
方
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

▼
対
象
建
物

町
内
で
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的

工
法
と
枠
組
み
壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
で
あ
っ
て
、
地
階
を
除
く
階
数
が

三
階
以
下
の
住
宅
五
十
万
円
以
上
の
耐
震

改
修
工
事
で
耐
震
診
断
結
果
が
一
・
○
未
満

と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
一
・
○
以
上
と
す
る

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会

７
月
は
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
で

す
。
人
権
の
大
切
さ
や
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
へ
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た

め
、
町
民
集
会
を
開
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
町
民
集
会
に
参
加
し
、
み
ん

な
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き

７
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
多
目
的
室

▼
内
　
容

講
演
　
演
題
「
私
た
ち
の
く
ら

し
と
人
権
〜
で
あ
い
、
気
づ
き
、
そ
し
て

つ
な
が
り
を
〜
」

講
師

松
　
秀
憲
さ
ん

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
４
５
番

耐
震
改
修
工
事
や
、
○
・
七
未
満
と
診
断
さ

れ
た
住
宅
を
○
・
七
以
上
と
す
る
耐
震
改
修

工
事

▼
対
象
者

・
当
該
住
宅
の
所
有
者

・
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
。

・
工
事
監
理
者
（
一
級
・
二
級
建
築
士
や

木
造
建
築
士
）
を
選
任
で
き
る
か
た
。

補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事
契
約
し
、

原
則
と
し
て
来
年
２
月
中
に
工
事
を
完

了
で
き
る
か
た
。

▼
補
助
の
内
容

補
助
金
の
額
は
、
耐
震
改
修
工
事
費
に

二
十
三
％
を
乗
じ
て
得
た
額
（
補
助
金
の

額
が
、
二
十
万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
二

十
万
円
）
で
、
五
十
万
円
を
最
高
限
度
額

と
し
ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
に
付
随
し
な
い
模
様
替
え

な
ど
の
改
装
費
や
設
備
工
事
費
、
調
査
費
、

耐
震
診
断
費
、
設
計
費
、
申
請
書
類
な
ど

の
作
成
費
用
、
そ
の
他
直
接
耐
震
改
修
工

事
の
施
工
以
外
の
も
の
は
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
募
集
件
数

三
件
（
先
着
順
）

な
お
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
窓

口
に
て
事
前
相
談
後
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
１
４
番

　
脳
梗
塞
を
患
っ
て
い
る
私
は
生
き
甲
斐
と
し
て

昨
春
、
一
人
の
生
徒
の
指
導
か
ら
始
め
ま
し
た
が

説
明
が
よ
く
分
か
る
と
の
評
判
で
今
、
二
中
二
年

生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子
の
殆
ど
全
員
が
来

て
い
ま
す
。 

 

　
一
年
生
の
初
期
の
段
階
か
ら
私
の
所
へ
来
た
生

徒
は
全
員
能
力
相
応
の
成
績
で
、
三
学
期
や
二
年

生
に
な
っ
て
他
の
塾
か
ら
の
転
入
生
は
能
力
と
は

ほ
ど
遠
い
ひ
ど
い
学
力
で
す
。
こ
の
差
は
一
体
ど

こ
か
ら
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
生
き
甲
斐
と
し
て
の
指
導
と
仕
事
と
し
て
の
指

導
で
は
真
剣
さ
熱
心
さ
の
面
で
大
き
な
差
が
あ
っ

て
当
然
で
す
。
マ
ン
ネ
リ
化
は
私
た
ち
が
よ
く
経

験
す
る
こ
と
で
す
。 

　
小
、
中
学
生
の
指
導
に
は
手
取
り
足
取
り
の
き

め
細
か
い
指
導
が
大
切
で
す
。 

　
学
校
や
塾
で
は
先
生
は
黒
板
の
前
に
立
ち
離
れ

て
生
徒
は
座
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
き
め
細
か
い
ノ

ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
机
を
片

仮
名
の
コ
に
並
べ
そ
の
真
ん
中
に
座
る
た
め
個
々

の
ノ
ー
ト
の
確
認
が
そ
の
都
度
可
能
で
す
。
父
兄

か
ら
寺
子
屋
の
雰
囲
気
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。 

 

　
初
期
の
段
階
か
ら
歴
史
と
実
績
の
あ
る
塾
を
捨

て
個
人
で
無
名
の
私
の
所
を
選
ば
れ
た
四
人
の
父
兄

は
さ
ぞ
か
し
勇
気
の
い
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
（
月
謝
は
ど
こ
よ
り
も
低
く
、

学
力
は
能
力
に
応
じ
て
ど
こ
よ
り
も
高
く
で
す
）
学

寺
子
屋
か
ら
の
募
集 

こ
こ
が
塾
と
異
な
り
ま
す 

一
　
格
安
な
月
謝
、
定
員
７
人
制 

二
　
春
、
夏
期
講
習
は
無
料 

三
　
徹
底
し
た
き
め
細
か
い
指
導 

四
　
二
週
間
の
体
験
学
習 
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町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

７
月
18
日
（
月
）
海
の
日
か
ら
町
民
プ

ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

プ
ー
ル
に
入
場
す
る
に
は
、
入
場
証
を
受

付
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
証
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
切
り
取
っ
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

入
場
証
の
掲
示
が
出
来
な
い
場
合
は
、
利

用
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
料
　
金

・
入
場
証
を
掲
示
さ
れ
た
か
た

大
人
（
中
学
生
以
上
）

百
円

小
人
（
小
学
生
）

五
十
円

・
入
場
証
の
掲
示
の
な
い
か
た

大
人
（
中
学
生
以
上
）

三
百
円

小
人
（
小
学
生
）

二
百
円

▼
利
用
時
間

平
　
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

土
・
日
・
祝
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

▼
注
意
事
項

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
の
喫
煙
・
飲
食
な
ど
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
幼
児
（
六
歳
以
下
）
は
、
必
ず
保
護
者
が
付

き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
自
転
車
や
単
車
な
ど
は
、
体
育
館
南
下
の

駐
車
場
へ
止
め
て
く
だ
さ
い
。

・
危
険
な
行
為
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ

う
な
行
為
は
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
場
内
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
付
き
添
い
の
か
た
も
素
足
で
入
場
し
て
く

だ
さ
い
。

・
大
プ
ー
ル
で
身
長
が
百
二
十
cm
以
下
の
か

た
が
遊
泳
さ
れ
る
場
合
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

以
上
の
事
を
守
っ
て
楽
し
く
ケ
ガ
の
な
い

よ
う
に
遊
泳
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

78
ー
０
１
１
８
（
月
曜
日
休
館
）

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
工
事
事
業
者
）
に
次
の
業
者
を
新
た
に

指
定
し
ま
し
た
。

・
吉
田
設
備
工
業

生
駒
郡
三
郷
町
立
野
北
３
丁
目
６
番
３
号

32
ー
５
０
８
８

・
布
家
設
備
工
業
所

北
葛
城
郡
広
陵
町
広
瀬
１
１
１
０
番
地
18

56
ー
４
０
７
１

▼
問
合
先

上
下
水
道
課
　

76
ー
４
５
９
９

（
広
告
）

習
基
礎
力
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は

理
解
力
、
暗
記
力
、
集
中
力
、
持
続
力
、
そ
し
て
注

意
力
で
す
。
こ
れ
ら
が
平
均
的
生
徒
で
あ
れ
ば
き
め

細
か
い
指
導
で
成
績
が
上
が
る
の
は
当
然
で
す
。 

 

　
一
年
生
は
五
月
の
中
間
試
験
は
初
め
て
の
経
験

で
（
こ
ん
な
筈
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
）
と
残
念
が

っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
四
月
か
ら

始
ま
っ
て
習
っ
た
範
囲
は
ご
く
少
し
で
す
。
す
ぐ

追
い
つ
け
ま
す
。 

　
　
　
中
学
生 

　週
２
回
各
２
時
間
　
英
数
理
社
　
１
万
２
千
円 

　
　
　
小
学
５
・
６
年
生 

　週
２
回
各
１
時
間
　
算
国
　
　
５
千
円 

　週
２
回
各
２
時
間
　
英
算
国
　
１
万
円 

電
話

０
７
４
５-

３
２-

９
２
８
０
　金
澤 

＊
ぜ
ひ
体
験
学
習
を
お
勧
め
し
ま
す
＊ 

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が

免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、
保
険
料
の
一
部

を
納
付
し
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

一
部
納
付
が
あ
り
ま
す
。
一
部
納
付
に
は
、

四
分
の
一
納
付
、
半
額
納
付
、
四
分
の
三
納

付
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た

は
一
部
納
付
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免
除
は
、
申

請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職

（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
り
、

失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
免
除
の

審
査
を
行
い
ま
す
。

手
続
き
を
さ
れ
る
か
た
は
、
役
場
保
険
年

金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

大
和
高
田
年
金
事
務
所
　

０
７
４
５-

２
２-

３
５
３
１

上
牧
町
保
険
年
金
課

役
場
内
線
１
２
８
番

今
夏
の
平
日
ピ
ー
ク
時
間
帯
に

節
電
の
お
願
い

７
月
１
日
か
ら
９
月
22
日
ま
で
の
平
日

（
８
月
12
日
か
ら
８
月
16
日
は
除
き
ま
す
）
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
の
間
、
15
％
程
度

の
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
、
特
に
午
後
１
時
か
ら
４
時

の
重
点
的
な
節
電
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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放
送
大
学

10
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
今
年
度
第
二
期
（
10
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

・
十
五
歳
以
上
の
か
た
な
ら
、
一
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
を

学
べ
ま
す
。

・
十
八
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
か
た
な
ら
、
学
力
試
験
は
な
く
、
全
科

履
修
で
き
、
四
年
以
上
在
学
し
て
百
二
十

四
単
位
以
上
を
修
得
し
、
卒
業
す
る
と
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
出
願
期
間

８
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

▼
問
合
先

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

０
７
４
２
ー
20
ー
７
８
７
０

西
和
消
防
組
合
職
員

採
用
試
験

西
和
消
防
組
合
で
は
来
年
度
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
採
用
人
員

消
防
吏
員
　
五
名
程
度

（
来
年
４
月
採
用
予
定
）

▼
受
検
資
格

・
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
に
生
れ
た
か
た

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
期
大

学
や
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
か
た
か
卒
業

見
込
の
か
た
。

・
消
防
吏
員
と
し
て
職
務
遂
行
に
必
要
な
身

体
（
四
肢
関
節
機
能
を
含
む
。
）
、
体
力
を

備
え
て
お
り
、
次
の
規
準
を
満
た
す
か
た
。

身
長

男
性
概
ね
一
六
十
cm
以
上
。

女
性
概
ね
一
五
五
cm
以
上
。

体
重

男
性
概
ね
五
十
kg
以
上
。

女
性
概
ね
四
十
五
kg
以
上
。

胸
囲

男
性
概
ね
身
長
の
二
分
の
一
以
上
。

視
力
な
ど
矯
正
視
力
を
含
み
、
両
眼
で

○
・
七
以
上
で
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ
れ
○
・
三

以
上
で
あ
っ
て
、
強
度
の
色
覚
異
常
で
な

い
こ
と
。

聴
力

左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
。

言
語
が
明
瞭
で
充
分
な
発
声
が
で
き
る
こ
と
。

健
康
で
伝
染
性
疾
患
が
な
い
こ
と
。

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
こ
と
。

・
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
の
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
こ
と
。

・
採
用
後
は
、
原
則
と
し
て
当
組
合
管
内
や

近
隣
市
町
村
に
居
住
で
き
る
こ
と
。

▼
試
験
方
法

第
一
次
試
験

９
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら

教
養
（
筆
記
）
試
験
・
適
正
検
査
・

体
力
検
査
（
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
な
ど
）

第
二
次
試
験

第
一
次
試
験
合
格
者
の
み

10
月
下
旬

口
述
試
験

▼
受
付
期
間

７
月
11
日
（
月
）
か
ら
８
月
12
日
（
金
）
ま
で

の
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
月
か
ら
金

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部
　
総
務
課

73
ー
１
０
０
１

個
人
情
報
の
運
用
状
況

上
牧
町
で
は
、
個

人
情
報
保
護
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
の
運

用
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
０

７
番

実施機関
事務届出

件　　数

開示請求

件　　数 開　示 一部開示 非開示 処理中

目的外利

用の状況

処　　理　　の　　状　　況

１ 個人情報を取り扱う事務の届出状況及び開示請求等の処理状況　 （単位　件）

取下げ

訂正請求件数

削除請求件数

利用等中止請求件数

不服申立て件数

合　　計

0

0

0

0

0

２ 個人情報（自己情報）の訂正、削除及び利用等の
中止の請求状況並びに不服申立て状況 （単位　件）

情
報
公
開
の
請
求
状
況

上
牧
町
で
は
、
情

報
公
開
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
の
請
求
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
０

７
番

実施機関
開示請求

件　　数 開　示 一部開示 非開示 却　下 処理中
取下げ

処　　理　　の　　状　　況

１ 公文書開示請求の件数及び処理の状況　　　　　　　　　　（単位　件）

却　下

0

棄 却

0

一部認容

0

認　容

0

計

0 0 0

取
下
げ

審
査
中

不
服
申
立
て

件
数

0

処　　理　　の　　状　　況

２ 不服申立ての件数及び処理の状況　　　　　　　 （単位　件）

226 4 1 0 0 3 0 8

0

0

2

0

0

0

2

0

12

4 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

97 0 0 0 0

10 0 0 0 0

1 0 0 0 0

7 0 0 0 0

1 0 0 0 0

17 0 0 0 0

1 0 0 0 0

364 4 1 0 0 3 0

町　　長 16 5 11

4

0

0

0

0

0

0

1

16

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

0

0

0

0

0

0

2

14

0

0

0

0

0

0

3

議　　会

教育委員会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価
審査委員会
水道事業
管理者
上牧町土地
開発公社

0 0 0 01733合　計

町　　長

議　　会

教育委員会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価
審査委員会
水道事業
管理者
上牧町土地
開発公社

合　計



9
かんまき 2011.７.

地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー

「
地
デ
ジ
移
行
」
ま
で
一
か
月
を
切
り

ま
し
た
。

「
地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
役

場
に
設
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

７
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
木
）

８
月
４
・
11
・
18
・
25
日
（
木
）
の

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階

玄
関
ロ
ビ
ー
　

▼
問
合
先

デ
ジ
サ
ポ
奈
良

０
７
４
２
ー
90
ー
２
２
２
２

上
牧
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震

診
断
支
援
事
業

今
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
の
被
害
の
多
く
は
津
波
に
よ
る
も
の
で

し
た
が
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
犠
牲
者
の
九
割
近
く
が
住
宅
の

倒
壊
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
に
は
、

強
い
我
が
家
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、

そ
の
第
一
歩
が
我
が
家
の
健
康
診
断
と
も

い
え
る
「
耐
震
診
断
」
で
す
。

町
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

す
る
た
め
、「
耐
震
診
断
」
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
耐
震
診
断
」

を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
事
業
概
要

町
か
ら
木
造
住
宅
耐
震
診
断

員
を
派
遣
し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

▼
事
業
の
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅

・
延
べ
床
面
積
が
二
百
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
の
も
の
。

・
二
階
建
以
下
の
も
の
（
地
階
を
除
く
）。

▼
受
付
期
間

７
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
29
日
（
金
）
ま
で

▼
診
断
予
定
件
数

十
件
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
申
請
用
紙
（
役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
に
備
え
付
け
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
役
場
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
１
４
番

上
牧
町
内
違
反
広
告
物
除
去

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

電
柱
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
取
り
つ

け
ら
れ
た
、
は
り
紙
・
は
り
札
・
立
て
看

板
な
ど
の
違
反
広
告
物
は
、
ま
ち
の
美
観

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
に
も
な
り
、
取
り
つ
け
場
所
に
よ

っ
て
は
危
険
を
招
い
た
り
し
ま
す
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
の
中
で
、
違
反
広
告
物
の
除
去
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

か
た
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

７
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
。

▼
要
　
件

年
齢
二
十
歳
以
上
の
町
内
在
住
、

在
勤
の
か
た
で
、
二
名
以
上
の
団
体
、
グ

ル
ー
プ
構
成
が
可
能
な
か
た
。

講
習
会
を
受
講
い
た
だ
い
た
方
々
の
み

推
進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
活
動
範
囲

上
牧
町
全
域
の
道
路
敷
地
内
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ
い
て

登
録
さ
れ
た
団
体
は
、
町
が
加
入
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
個
人
の
実
費
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

▼
報
　
酬

こ
の
制
度
は
、
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

▼
支
給
品

登
録
員
任
命
書
、
腕
章
・
器
具
類
な
ど
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

役
場
内
線
２
１
２
・
２
１
４
番

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

☆
７
月
27
日
（
水
）
ま
で

・
水
墨
画
　
幽
秀
会
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
内
田
編
物
ク
ラ
ブ
（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

遊
休
農
地
の
再
生
・
活
用
へ
の

取
り
組
み
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

水
田
や
畑
な
ど
は
作
物
を
作
る
ほ
か
、
洪

水
を
防
い
だ
り
、
美
し
い
景
観
を
も
作
り
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
農
家
の
様
々
な
理
由
に
よ
り
、

耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
遊
休
農
地
の
再
生
・
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

☆
農
地
の
引
き
受
け
手
募
集

「
農
業
に
関
心
の
あ
る
か
た
」
「
会
社
を
定
年

退
職
し
た
か
た
」
な
ど
遊
休
化
し
た
農
地
を
再

び
耕
作
出
来
る
よ
う
復
元
す
る
と
と
も
に
、
農

産
物
な
ど
の
作
付
け
・
収
穫
す
る
農
業
サ
ポ
ー

タ
ー
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。（
農
作
業
が
初
め

て
の
か
た
、
農
業
委
員
会
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。）

▼
主
な
活
動

草
刈
り
、
根
の
除
去
、
耕
起
、

土
壌
改
良
な
ど
農
作
物
が
栽
培
可
能
な
農

地
へ
の
復
元
・
復
元
さ
れ
た
農
地
で
の
農

作
物
の
栽
培
・
収
穫

▼
活
動
期
間

一
〜
五
年
間

▼
応
募
資
格

町
内
在
住
で
農
業
に
関
心
の

あ
る
十
八
歳
以
上
か
た

▼
応
募
方
法

所
定
の
登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
載
し
て
、
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で

持
参
か
郵
送
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
用

紙
は
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か
片
岡
台
出
張

所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
登
録
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で

き
ま
す
。

▼
応
募
期
間

８
月
31
日
（
水
）
ま
で
。

郵
送
の
場
合
、
当
日
の
消
印
有
効

▼
そ
の
他

農
地
周
辺
に
は
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

役
場
内
線
２
０
５
番

H
p
h
ttp
;/
w
w
w
1
.o
c
n
.n
e
.jp
/
k
a
n
m
a
k
i
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７月から９月にかけては、熱中症の発生しや

すい時期です。熱中症は、屋外やスポーツ中だ

けに起こるわけではありません。屋内でも、温

度、湿度が高い場合に発症することがあります。

特に、高齢者や幼児は熱中症にかかりやすい傾

向がありますので十分に注意してください。

こんな症状があったら熱中症を疑いましょう

・めまい、立ちくらみ、筋肉痛、大量の発汗

・頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐、体がだる

い

・意識がない、けいれん、高体温、まっすぐに

歩けない

熱中症を疑ったときは緊急事態であることを

認識し、重症の場合は救急車を呼ぶことはもち

ろん、現場では涼しい場所へ避難し、衣服をゆ

るめ、すぐに体を冷やし始める（氷や冷たい水

でぬらしたタオルなどで手、脇の下、足の付け

根の部分を冷やしてください）こと、自分で飲め

るようであれば水分を飲ませることが必要です。

熱中症は予防が大切です

熱中症は気温などの環境条件だけでなく、人

間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して起

こります。気温がそれほど高くない日でも、湿

度が高い・風が弱い日や、体が暑さに慣れてい

ない時は注意が必要です。

こんなかたは特に注意

・肥満のかた・体調の悪いかた・持病のあるか

た・高齢者、幼児・暑さに慣れていないかた

高齢になると暑さやのどの渇きが感じにくく

なるため脱水症状が起こりやすくなります。ま

た、幼児は体温調節機能が十分発達していませ

ん。晴れた日は地面に近いほど気温が高くなる

ため、幼児は大人以上に暑い環境にいます。バ

ギーの外出も注意が必要です。

熱中症の予防

・温度計と湿度計を置き、室温が28℃、湿度

が70%を越えないように気をつけましょう。

・のどが渇いていなくても、定期的に水分をと

りましょう。

・朝や夕方の涼しい時間帯に外出するように

し、炎天下に外に出ないようにしましょう。

外出時には日陰を利用し、日傘・帽子で日よ

け対策を。また、水筒を持参して外出するこ

とがおすすめです。

・家の中を閉め切った状態にせず風通しをよく

し、熱を逃がしやすい白っぽい色、風通しが

よく汗を速く乾かす麻や綿などの素材の涼し

い服装で過ごしましょう。

・体調の変化に気をつけ、こまめに休息をとり

ましょう。

今年は震災の影響で冷房機器などの節電を考

えているかたも多いと思いますが、熱中症にな

らないよう自己の健康管理にも十分注意しまし

ょう。

●

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て
●

親
子
の
食
育
教
室

夏
休
み
の
一
日
、
親
子
で
楽
し
く

お
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き

８
月
１
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー

オ
ム
ラ
イ
ス
・
コ
ン
ソ
メ
や
さ
い
ス
ー

プ
・
ト
マ
ト
と
と
う
ふ
の
サ
ラ
ダ
・
ぷ

ち
ぷ
ち
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

▼
対
象
者

五
歳
か
ら
小
学
六
年
生
の
親
子
二
十
名

▼
費
　
用

大
人
三
百
円
・
子
ど
も
二
百
円

▼
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手

拭
き
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

７
月
４
日
（
月
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
で
生
き
活
き
対

策
課
ま
で
。

第
十
九
回
奈
良
県
高
齢
者

い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

▼
応
募
資
格

七
十
歳
以
上
で
歯
の
健

康
な
か
た
（
若
干
の
欠
損
歯
・
か
ぶ

せ
な
ど
可
）、
第
十
六
〜
十
八
回
の
最

優
秀
の
か
た
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

▼
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
性
別
、
年
齢

を
明
記
し
、
〒
６
３
０
ー
８
０
０
２

奈
良
市
二
条
町
二
丁
目
九
ー
二
　
奈

良
県
歯
科
医
師
会
「
高
齢
者
い
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
ま
で
。

▼
応
募
期
限

９
月
７
日
（
水
）
ま
で
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁

煙・生活習慣を改善したいかたな

ど、何でもお気軽にご相談ください。

★不妊相談
不妊で悩むかたに対して、その健

康状況に応じた相談指導や不妊治療

に関する情報の提供を奈良県不妊専

門相談センターで実施しています。

（今年度より面接相談日を変更して

います。）

＊電話相談

と　き：毎週金曜日の午後１時から

４時まで（年末年始・祝日・医師

会館休館日を除く）

相談員：助産師

相談電話番号： 0744-22-0311

＊面接相談

と　き：毎月第２金曜日の午後１時

から４時まで（年末年始・祝日・

医師会館休館日を除く）

電話相談受付時間帯に事前予約を

してください。

相談員：産婦人科医師

ところ：奈良県医師会館１階

相談室

★乳児相談
と き：７月５日（火）

午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と

保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・

離乳食など）。午後２時から２時

30分は交流会を行います。（ふれ

あい遊び、保健師の話：テーマ

「乳歯の手入れ」、保護者の交流）。

交流会の時間は、計測を一時中断

します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：７月29日（金）

午前９時から11時までと午後１

時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児

と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て

など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：７月29日（金)【要予約】

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児

と　き：７月14日（木）午後１時か

ら１時30分まで受付

対象者：平成23年３月10日から４月

14日生まれ。

10ヵ月児

と　き：７月14日（木）時間は個人

通知します

対象者：平成22年８月10日から９月

14日生まれ。

★１歳８か月児健康診査
と　き：７月13日（水）午後１時か

ら１時30分まで受付

対象者：平成21年11月９日から12

月13日生まれ。

乳幼児健診時の窓口対応
健診時は予防接種予診票・母子健

康手帳などの窓口での発行業務を

お待たせすることがあります。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
利

用
し
て
頂
け
ま
す
。

７
月
13
日
（
水
）
・
14
日
（
木
）
の
午
後
は
健

診
な
ど
で
混
み
合
い
ま
す
。

▼
審
査
と
表
彰

・
と
　
き

10
月
６
日
（
木
）

正
午
か
ら
午
後
４
時
30
分

・
と
こ
ろ

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
後
日
、
知

事
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

・
昼
食
は
済
ま
せ
て
か
ら
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
先

県
歯
科
医
師
会
館

０
７
４
２
ー
33
ー
０
８
６
１

献
血
に
ご
協
力
を

夏
場
は
特
に
血
液
が
不
足
が
ち
に

な
り
ま
す
の
で
、
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
　
き

８
月
10
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階
ロ
ビ
ー

第
四
回
学
術
市
民
講
座

▼
内
　
容

演
題
「
目
が
乾
く
病
気
ド
ラ
イ
ア
イ
」

講
師
　
板
橋
医
院
眼
科
　
板
橋
幹
城
さ
ん

▼
と
　
き

７
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

高
田
経
済
会
館

北
葛
城
地
区
医
師
会
会
議
室

▼
定
　
員

申
込
先
着
　
三
十
名

▼
問
合
先

北
葛
城
郡
医
師
会

23
ー
２
４
３
１

お願い
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消費生活相談員

山口 知香

<消費生活相談室より　こんな相談が増えています＞ 

ウマ～イ話、身に覚えのない請求にご用心 
「貴金属」買い取ります 

 『震災で医療機器が大量に必要になった。その医療器具を作るための貴金属が足りないの
で、不要な貴金属を売ってほしい』と言って、安価で貴金属を買い取っていく。売ったこ
とを後悔し、業者に連絡をするが、連絡が取れない、もしくはすでに業者の手元にないと
言われる。 
 　　　　　　　　▼ 
①震災に便乗したトークをうのみにしない 
 　医療機器に関して震災直後は一部商品の供給に影響があったようです。現在はある程
　度安定した供給が行われており、一般家庭から原材料を集める必要はない状況です。 

②買い取ってもらうつもりがないならきっぱりと断る 

こんなことにも気をつけて！近隣で増えている最新相談事例 
①求人情報で見つけた店舗調査員に応募したら、パチンコ店の調査担当員だと言われ、確
　実に玉が出る台の情報を提供する、儲けたお金の４割があなたの手元に。仕事を始める
　前に、諸経費を納めてほしい 

②健康食品を販売すると言われ、頻繁に足を運んだ。顔なじみになり断り切れずに健康機
　器を購入した 

③株を売りますという封書が届いた。その数日後別の業者から、先日届いた業者の株を買
　えば、買値より高く買い取ると電話があった（2011年６月広報に掲載「劇場型勧誘」） 

アダルトサイトの代金請求画面表示が消えない 

ゲームサイトを見ていたところ、アダルトサイトに勝手に接続された。 
年齢確認を何気なくクリックすると、登録完了という表示とともに請求画面が表示され、
消えない。登録した覚えはない。３日以内に連絡しないと法的手段をとると書いている。 

 　　　　　　　          ▼ 

①落ち着いて！　業者に連絡しないで 
　　事業者は、あなたの情報を知りたがっています。事業者に連絡をとると、あなたの個
　人情報を知られることになるのです。 

②申し込み内容の確認画面が表示されていない契約は、成立していません 
 もちろん代金を支払う必要もありません 
　 「この内容で申し込みますか？」というような申し込み内容画面が表示され、内容確認
　後、申し込みを承諾して始めて契約は成立します。上記のように、申し込み内容の確認
　なく、一方的に送られてきた請求画面は無効です。お金を払う必要はありません。 

③画面の消去は下記のホームページを参考にしてください 
 　請求画面が消えない場合は「システムの復元」または「パソコンの初期化」を行う必
　要があります。詳しくは独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）のホームページ 
　（http ://www. ipa .go . jp/）を参照してください。 

業者とのトラブルは消費生活相談室へ。電話での相談もＯＫです 

ご注意！ 

あわ
てな
い！
 

　　
あわ
てな
い！
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（
広
告
）

（
広
告
）

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

7月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

すぐれた詩人
の名詩を味わ
い、理解を深
めるための名
詩入門シリー
ズ。「遊ぼう」
っていうと「遊
ぼう」っていう
…。こだまでし
ょうか。いいえ
誰でも。自分
だけの感動を

得ることができる一冊です。

日本語を味わう名詩入門２金子みすゞ
金子みすゞ著・あすなろ書房

★７月のお話会ピーターパン★

５日（火） 午前10時30分から
９日（土） 午後２時から
23日（土） 午前10時30分から
23日（土）は夏のお楽しみ会です。

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

〈第７回〉上牧洋画展 
油絵展を３日間、開催いたします。 

◆会期：7／29（金）、30（土）、31（日） 
　　　９時～17時まで（最終日は15時まで） 
◆会場：上牧町中央公民館 
　　　　（虹の湯温泉、手前下） 

◆主催：上牧町　絵画クラブ 
　　　　アトリエ28、サンデーパレット 

　ご家族、お友達お揃いでご高覧下さいますよう

ご案内申しあげます。会員25名の１年間の成果と、

講師２名の出展も合わせ、約80点を展示致します。 

英会話 
教室 

これからは、 
ネィティヴによる 
英会話教育が必要！！ 

大人のクラス（金） 
月謝（月４回）5,000円 

子どものクラス（金） 
月謝（月４回）4,000円 

2：00～3：00 
3：00～4：00

4：20～5：20

先生は英国人・米国人・その他 

0745-73-3774 北葛城郡上牧町片岡台1-22-22
奈良西和教会 

【
見
学
可
能
】 

問い合わせ 

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

第５回ポプラ社

小説大賞特別賞

受賞作。ピン芸

人の兄と小学校

に馴染めない妹

が力を合わせて

大舞台に挑みま

す。人と人の絆

を楽しく描いた

一冊です。

アゲイン
浜口倫太郎著・ポプラ社

93歳の要介護度
５の母を看るの
は、72歳の著者
とその妹70歳。
精神的にも大変
な日々だったが、
介護する側もさ
れる側も楽しく
を目標に過ご
す。「老老介護」
ならぬ「朗朗介
護」を綴ったエ
ッセイです。

朗朗介護
米沢富美子著・朝日新聞出版

　　　　 ●プログラム● 
詩に触れよう 

エプロンシアター 

「おむすびころりん」 
大型紙芝居 

「めっきらもっきらどおんどん」 
手遊び・パネル遊び 
大きなおりがみで語るお話「火事」 
大型絵巻物「スイミー」 
　　～著者レオ・レオニは今年、 

　　　生誕100年感動のお話しです～ 

上牧町立図書館　ピーターパン 

0745-78-9903

かん まきちょうりつ　と　　しょ かん 

ピータ
ーパンによるおはなし

夏のお楽しみ会 
なつ　　　　　　　　　　たの　　　　　　　　　　かい 

日時 

７月23日土曜日 

午前10時30分から11時30分 

場所 

上牧町中央公民館　大会議室 
（図書館の下です） 

にち　じ 

がつ　　　　　にち　 ど　　よう　 び 

ご　　ぜん　　　　　じ　　　　　ふん　　　　　　　　　　　じ　　　　　ふん 

ば　しょ 

かん　まき　ちょうちゅう おう　こう　みん　かん　　だい　かい　 ぎ　　しつ 
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地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

 

11

7

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●納税相談
担　当：徴税吏員

と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分

ところ：役場１階　徴収課

定　員：先着申込順5名

内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について

申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん

でください。（相談日の1週間前から

申込受付。） 役場内線125番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時

毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分

（上記共、祝日は除く）

ところ：役場１階の相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校

と　き：７月８日 午前11時～午後5時

申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校

と　き：７月１日 午前11時～午後5時

申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

世帯数......................9,715( +21)

男　性...................11,482( +９)

女　性...................12,583(+13)

合　計....................24,065(+22)
（ ）は前月比

平
成
23
年
５
月
末
日
現
在


